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昨年９月１日ISO22000食品安全マネジメントシステムが発効したが、ＪＩＳ規格化され

ていないため、市販されている関係書籍は少なかった。本年６月になってなんと３冊が発

売された、本書はそのうちの１冊である。本書は書名のごとく食品安全マネジメントシス

テムを構築するために「食品安全チーム」の活動を中心にISO22000の要求事項を解説し、

構築するための45のステップを紹介し、ステップごとになすべき作業を多くの事例や資料

と対応させて解説しているのが特徴である。ISO22000の要求事項への対応はもちろん HACC

P12手順にも対応がなされている。 

その内容は、Ⅰ部とⅡ部から構成され、第Ⅰ部の解説  食品安全マネジメントシステム

を構築するためには では、次の５項目から成っている。 

１．組織に食品安全マネジメントシステムを適用するための意思決定及びその準備 

２．食品安全チームの活動 その１ 外堀を埋める活動 

３．食品安全チームの活動 その２ 内堀を埋める活動 

４．食品安全チームの活動 その３ 本丸対策 

５．食品安全チームの活動 その４ 維持管理 

それぞれのサブタイトルを見ていくと、組織に食品安全マネジメントシステムを適用す 

るための意思決定及びその準備では、経営者の意思表明と適用範囲の決定、食品安全方針 

の決定と発表、食品安全マネジメントシステムの組織図作成などの７ステップ（１～７）、 

食品安全チームの活動その１では、外部情報の収集、内部情報の収集と整理などの７ステ 

ップ（８～14）、その２では、前提条件プログラム(PRP) の構築、原料、包材、薬剤、備 

品の仕様、保証書、規格書の収集と整理整頓などの10ステップ（15～24）、その３では、

使用原材料一覧表作成、食品安全に係る品質目標値の設定、ハザード分析、決定したハザ

ードを評価する、管理手段の選択と評価、オペレーョンPRP を文書化する、許容限界(CL)

を設定する、モニタリング方法の決定、逸脱時の処置、検証プランの作成、トレースバッ



クできる仕組みを作る、回収手続きなどの16ステップ（25～40）、その４では、モニタリ

ング機器の測定管理、内部監査などの４ステップ（41～45）からなり、第Ⅱ部の手引きへ

それぞれ対応するように構成されている。 

第Ⅱ部の手引きＡでは、会社の組織と規定、文書管理の手引き、記録の作成と保存の指

針、記録管理の仕組み、食品等事業者が実施すべき管理運営基準に関する指針、関連法令、

ガイドライン一覧などの13項目でいずれも第Ⅰ部の各ステップに対応した具体的解説とな

っている。また、手引きＢでは、PRP 点検表、各種基準に於ける防虫の要件、前提条件プ

ログラム参考資料、品質規格書例、製品説明書例、製品仕様書、フローダイヤグラム作成

Ｑ＆Ａ及び作成例、工程管理表、作業手順書記入用紙、使用原材料表、温度処理基準例、

校正について、検査基準例など具体的な事例や参考資料を中心に38項目が第Ⅰ部のステッ

プに対応し、整理されている。別に参考資料として、鮮魚介類の付着細菌、塩素殺菌の効

果、食中毒菌の熱抵抗性、バイオフィルム対策例などの７項目が載せられている。 

本書は、食品安全マネジメントシステムの仕組みを構築するための各ステップを作業内容 

として示しており、食品安全チームにおけるグループ教材として最適であるが、事例や参

考資料が多いため索引が付いていないのは残念である。       （学会事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


